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ボードゲーム会社『すごろくや』で商
材開発や広報を担当する萩野谷美岬さ
んをお迎えし、ボードゲームの商品化
や販売等についてお話を聞きます。ま
た商品化されたボードゲームを実際に
体験してみます。

【対象】小学 5 年生～大学生世代の若者
【定員】10 人程度
【要申込み】受付またはメールでお申し
込みください。 info@ups-s.com

3/25 　15:00-16:30( 土 )

せたがや大人図鑑
大人気ボードゲーム会社
「すごろくや」に聞く！

ボードゲームの全て

バンド・楽器演奏、ダンスやジャグリ
ング、演劇などのさまざまなパフォー
マンスが繰り広げられます。

【参加団体】マッキンタイア健・東京農業
大学大道芸サークル JugAgri・10 ノ－9 乗・
下馬サイファー・根本 穂乃香・KAZUKUN・
筑駒ジャグラーズ・ruka・NOK・はるかりん・
青木虎徹・イェアʼ s（敬称略）

【定員】80 人程度
【申込み】当日、多目的ホール前で受付
をしてください。

Z 世代に向けた新たな舞台
アップスフェス

(( 土 ))3/18　 14:00-18:00

学校へ行ってみた！

より多くの中高生に
アップスを知ってもらうために
アップスを初めて訪れた若者に、「こんな
施設があるなんて知らなかった」「3 階に
あるし、外からだとどんな雰囲気だか分
からないし…」などと言われることが多
くあり、何とかしたいと始めたのが「出
張アップス」。まずは、近隣の中学校の若
者にアップスを知ってもらいたいと、昨
年から学期に 1回、船橋希望中学校に訪
問させていただいています。放課後の約
2 時間、普段の学校とは少し異なる環境
の中、のんびりおしゃべりをしながら、
アップスの雰囲気が伝わるように過ごし
ています。

大東学園高等学校での取り組み
世田谷区子ども・青少年協議会のモデ
ル事業として大東学園高等学校で実施
している「校内カフェ」に、アップス
のユースワーカーも参加させていただ
いています。地域と若者との接点を増
やし、若者の声をコミュニティに届け
ることを目的に、昨年 11 月から月に 1
回のペースで実施しています。

当日はアップスからゲーム・マンガ・雑誌・楽
器のほか、飲み物とお菓子をワゴンと台車に積
んで向かいます。放課後の教室をホッと過ごせ
る空間にするため、教室の机には明るい色の
テーブルクロスをかけ、雑誌やゲームを置くよ
うにしています。約 2 時間、ゲームをしたり、
楽器を弾いたり、おしゃべりをしたりしてのん
びり過ごしています。

2 月 14 日にはバレンタイ
ンの SP プログラムとして
デコスプーンチョコを作
りました。

チャレンジ・アクションとは
1 人 1 人の「やってみたい」を実現
し、より主体的な活動が生まれる
よう、予算を助成する仕組みで若
者を応援するプロジェクトです。
若者たちが決められた予算の中か
ら使い道や企画を考え、その大型
プロジェクトとして 10万円企画で
実現したのがアップス屋台です。

屋台「つむぎ」誕生！
「チャレンジ・アクション」で生ま
れたアップス屋台「つむぎ」。完成
後、多目的スペースに姿をあらわ
した時には、その長く使い込んだ
ような本格的な姿に利用者も興味
津々！来年度は屋台を活用してど
んどん地域に出たり、アップス内
でお店を出したり、より主体的な
活動が生まれるよう、人と人との
繋がりをつむいでいきたいと思い
ます。

チャレンジ・アクションで生まれた

アップス屋台「つむぎ」を使ってみよう！

新春に駄菓子屋として登場！
屋台のお披露目を兼ねて駄菓子屋
をオープン！風情のある屋台が懐
かしい雰囲気を醸し出しました。
若者が手伝ってくれたお店は大盛
況。利用者からは「本物の古い屋
台みたい！」「今度は違うお店を出
してみたい！」などの声が聞かれ
ました。今後どんなお店を出すか
は若者のアイデア次第です！

アップス屋台の
使い道を考える
1月の J-meetingでは「アップス
屋台の使い道」を議題に挙げ、若
者に意見を聞きました。最も多かっ
たのは、焼き芋やおでん、ラーメ
ンなど飲食に関するものを販売す
る案です。屋台の雰囲気などから、
昔ながらのお店をイメージしたよ
うでした。他にも作品の販売、射的、
くじ、地域のお祭りへの活用など、
たくさんの案が出ていました。

アップスから地域へ
今後は若者がアップス屋台ととも
にどんどん地域に出て、多世代の
方々との交流を深めたいと思いま
す。お祭りやイベントなどでこの
屋台を見かけたら「アップスが来
てる！」と思っていただけるよう
頑張っていきたいと思います。
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若者だから
できる
ことがある！

若者だから
できる
ことがある！
アップスは
若者の自主活動を応援します。
活動場所の提供
普段は臨時の学習室として使うことの多い青少年
専用会議室。元々、若者のボランティア活動やサー
クル活動のために設置した部屋です。若者運営委
員会で使い方を決めており、前日から予約が可能
で、1 コマ 90 分、1 日 2 コマまで使用できます。
更に、アップスに登録した団体には貸し出し用の
書類棚もあります。

Black Rams Tokyo×アップス
世田谷区がホームのラグビーチーム「リ
コーブラックラムズ東京」とアップスの
夢のコラボが実現！２本立てでプログラ
ムを開催しました。1 回目は元ラグビー日
本代表選手の田沼広之さんをお招きし、
若者からの様々な質問に答えていただき
ました。2 回目はスポーツプログラム SP
として、地域体育館でラグビーボールを
使ったさまざまなメニューにチャレンジ
しました。

誰のために、何を着る？
「ときめく古着」との出会い
下北沢の古着屋経営者とバイヤーをゲストに迎
え、100 着程の古着を前にゲストが古着の魅力
を伝えたり、参加者に似合う服を選んでくれま
した。古着屋のような雰囲気で行ったこともあ
り、お店にふらっと入るような感覚で主に中高
生から 20 代の若者が参加していました。「マニ
アックな話ができてよかった」という感想があ
りました。

車 1つでかけまわる！
キッチンカーの世界に潜入

ローガンさんとドローイング！
皆でイラストチャレンジ

理学療法士ってどんな仕事？

本多劇場に学ぶ！
劇場の魅力＆舞台照明ワークショップ
下北沢にある本多劇場の総支配人と照明担当の
方をゲストにお迎えしました。対談では、劇場
の魅力や運営についてなど、多岐に渡る仕事の
内容をお聞きしました。後半は、照明機材を実
際に触りながら、機材の使い方や照明の効果に
ついて教わりました。「明るさ、暗さ、色など
で舞台の印象が変わることに驚いた」との感想
がありました。

振袖姿に変身 !!
おいでやす、着物屋アップス
地域で活動されている鎌田房子さんをゲ
ストにお招きし、浴衣と振袖の着付け体
験を行いました。普段着る機会のない振
袖に、みんな興味津々。浴衣で練習した
らいよいよ振袖！参加者からは「きれい
な振袖を着ると自然と背筋が伸び、ワク
ワクした気持ちになれた」という感想も。
最後は振袖姿で記念撮影をしました。と
ても貴重な体験になったようです。

活動資金の補助
アップスでは、若者の主体的な活動を応援するた
めチャレンジ・アクションという助成制度があり
ます。アップスの利用者が楽しめる企画や近隣で
の地域活動を助成していて、令和 4 年度は 10 万
円コース 1企画、1万円コース 3企画が採択され、
若者が中心となってさまざまな活動が展開しまし
た。

協働事業の展開
アップスの登録団体だった環境サークル「アオミ
ドリ」とは、ジョギングしながらゴミ拾いをする
ブロギングや、地域の人へのゴミ削減啓発を目的
とした段ボールコンポストを作るワークショップ
をいっしょに実施しました。若者が主体となり、
アップスが応援することで、活動場所の確保、広
報活動の広がりが期待できます。

地域資源の紹介
アップスには、まちづくり、子育て支援、ボラン
ティアコーディネート、ファンドレイジングなど、
専門的な知識や活動経験のある方たちとのネット
ワークがあります。活動の幅を広げるために、そ
うしたプロボノの方たちの意見を伺うことは貴重
な体験になります。アップスではそうしたマッチ
ングも行います。

ぼくも
応援します！

さまざまな職業や分野で活躍されている、世田谷に所縁ある大人をゲ
ストに迎え、その道に至るきっかけやプロセス、仕事や活動の内容に
ついてご紹介いただいています。併せて、仕事の魅力やプロの技をアッ
プスを通じて若者に披露いただくことで、若者が視野を広げるきっか
けとすると共に、職業選択のヒントとしてもらうプログラムです。

世田谷区の社会資源を再発見
せたがや大人図鑑

10万円コースの屋台づくりの様子


